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特 集�～男女共同参画推進の拠点～ おもやいセンター、始動！
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◎本誌記事を長崎大学関係者が転載する場合は、「長崎大学広報誌CHOHO○号から」と明記してください。
学外の方は、事前に広報企画委員会までご連絡願います。

C O N T E N T S

女性がもっと輝きを放つ
キャンパスへ

長崎大学長 片峰 茂
Katamine Shigeru



～男女共同参画推進の拠点～�

この春、文教キャンパスに誕生した「おもやいセンター」は、�

「長崎大学男女共同参画推進センター」の愛称です。�

「おもやい」とは九州方面の方言で、「共有する」とか�

「一緒に仲良く使う」という意味で使われます。�

文字通りそんな精神で活用してほしい「おもやいセンター」。�

その活動内容や完成したばかりの施設をご紹介します。�

�

おもやい�
センター、始動！�
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作業の流れ�

9月�

10月�

11月�

12月�

◎後半の作業は次号でご紹介します。�

【ウッドデッキ築造プロジェクトのホームページ】http://starleague.web.fc2.com/nagasaki_univ/index.htm�
�

長崎大学ウッドデッキ� 検索�検索�

【
大
学
の
施
設
を
つ
く
る
と
い
う
こ
と
】

生
協
食
堂
の
混
雑
は
、大
学
に
と
っ
て
も
長
年

の
懸
案
事
項
の
ひ
と
つ
で
あ
り
ま
し
た
。私
た
ち

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、ま
ず
、大
学
の
施
設
部
の
応

援
を
受
け
、設
計
や
見
積
も
り
の
作
業
を
入
念

に
行
い
ま
し
た
。学
内
の
施
設
は
す
べ
て
大
学
が

管
理
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、築
造
に
際
し
て
安

心
・
安
全
な
建
築
物
と
し
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
基

準
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。し
か
も
今

回
は
、１
３
０
人
収
容
の
巨
大
な
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ

の
建
設
と
い
う
こ
と
で
、大
学
の
施
設
部
の
方
と

何
度
も
会
議
を
重
ね
る
中
、私
た
ち
の
設
計
は

厳
し
い
プ
ロ
の
目
に
さ
ら
さ
れ
、さ
ま
ざ
ま
な
変

更
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。さ
ら
に
、設
計
を

よ
り
屈
強
な
も
の
と
し
た
こ
と
で
、予
算
も
当
初

の
計
画
の
３
倍
近
く
に
ま
で
膨
れ
上
が
り
ま
し

た
。自
分
た
ち
の
計
画
と
は
い
え
、動
き
出
し
た

現
実
に
、身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
し
た
。

【
全
国
初
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
】

学
生
が
大
学
の
施
設
の
建
築
を
企
画
し
、大

学
側
が
学
生
に
工
事
を
任
せ
る
と
い
う
事
例
は

他
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。全
国
初
の
快
挙
で
す
。

作
業
前
に
は
代
表
自
ら
段
取
り
を
し
、朝
礼

に
お
い
て
、安
全
を
確
認
し
て
作
業
を
行
う
こ
と

を
み
ん
な
で
約
束
し
、現
場
に
入
り
ま
す
。工
事

は
、全
員
が
力
を
合
わ
せ
た
こ
と
で
何
と
か
順
調

に
進
み
、完
成
も
間
近
に
迫
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
、大
学
の
教
職
員
や

地
元
の
木
工
所
の
方
な
ど
多
く
の
方
々
の
支
援

と
励
ま
し
に
大
き
く
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
の

よ
う
な
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
き
、感
謝
の
気
持

ち
で
胸
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

（
平
成
２２
年
２
月
現
在
）

●着工前の現場
活用されることもなく雑草が生い
茂った状態だった。右側の建物が
生協食堂。

●大学の施設部と打ち合わせ
学生の計画を基本に、安全性や耐
震性、予算などについて着工直前
まで何度も話し合い、結果、材料や
サイズなどを変更。予算も大幅に
増えることに。

●束石（基礎石）の設置
全１２７個の束石を並べたところ。この後、１個ずつレーザー
基準装置で計測して水平さと高さを揃えながらモルタルで
固定。誤差が許されないシビアな作業が続く。

●木材の防腐処理
最初は防腐剤の液が入った容器に木材を浸す方法で行ってい
たが、仕上がりと効率の良さから、１本ずつ手作業で塗ることに。
束柱、梁、根太、床板など何百本も処理する根気のいる作業。

★「学生ものづくりアイディア展
in 新潟」で優秀賞受賞

新潟大学、富山大学、長崎大学の選抜１５
チームが参加。機械・電気系の出展が占め
る中、本プロジェクトは唯一の
建築・土木系だった。多くの人
の役に立つという点などが評
価された。

●床板を張る�
最後まで安全第一で遂行できることを手づくりの神棚に祈る松本代表。
大半の床板が張られたことで、ウッドデッキの表情が明確になった。

●根太の組み上げ
中村木工所のアドバイスを受け、梁の上
にきれいに根太を組み上げた。いよいよ
床板張りへ。

●床板を張る�
床板を一枚ずつ土
台の根太へ固定。

●束柱の上に梁をわたす
デッキを支える土台づくり。束石の上に束
柱を立て、その上に梁をわたしたところ。

●基礎コンクリートの点検
業者の作業後、コンクリートの高さ
の誤差を測量して入念にチェック。

●整地と
基礎コンクリート打設

工事現場をカラーコーンやポー
ルで囲み、生協食堂側の窓に
防音・安全シートを張る。整地
は、重機の運転免許を持つ学
生がやる予定だったが、危険を
伴うことから業者に依頼。

★本プロジェクトが「学生ものづくり
アイディア展 in 長崎」で銀賞受賞

（２週間後、新潟で行われるコンテストに出場決定）

●工期：平成21年9月～平成22年3月
●デッキの広さ：300�（130人収容）
●デッキ材：レッドシダー、杉（熊本、宮崎産）

DATA

★「夢募集」企画大賞受賞

CHOHO 

 

vol.3115



長大ニュース�

第
５
回
ア
ジ
ア
金
融
市
場

国
際
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
開
催

１２
月
１２
日
及
び
１３
日
、「
第
５
回
ア
ジ
ア
金
融
市
場

国
際
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
」を
長
崎
市
内
の
ホ
テ
ル
で
開
催

し
ま
し
た
。

片
峰
学
長
、須
齋
大
会
委
員
長（
経
済
学
部
教
授
）

の
挨
拶
の
後
、２
日
間
に
わ
た
り
研
究
報
告
と
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

第
５
回
目
と
な
る
今
回
は
、こ
れ
ま
で
参
加
し
た
各

国
を
代
表
す
る
大
学
か
ら
一
流
の
研
究
者
を
招
聘
し
、

ま
た
、世
界
各
国
の
研
究
者
か
ら
多
数
の
論
文
応
募
が

あ
り
、そ
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
２１
件
の
研
究
報
告
が
行

わ
れ
ま
し
た
。さ
ら
に
、本
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科

博
士
前
期
課
程
の
学
生
４
人
が
研
究
成
果
を
報
告
し
、

各
国
の
研
究
者
か
ら
貴
重
な
示
唆
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。（
Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
３０
号
で
紹
介
）

病
院
で
は
、１２
月
２１
日
、あ
じ
さ
い
保
育
園

開
園
式
を
挙
行
し
ま
し
た
。

あ
じ
さ
い
保
育
園
は
、長
崎
大
学
に
勤
務
す

る
職
員
の
子
供
を
対
象
と
し
、特
に
医
療
関
係

職
員
の
離
職
防
止
、キ
ャ
リ
ア
形
成
・
職
場
復

帰
支
援
な
ど
の
就
業
支
援
・
復
帰
支
援
の
一
環

と
し
て
、従
来
の
院
内
保
育
所
を
整
備
拡
充
し

た
も
の
で
、受
入
年
齢
を
小
学
校
就
学
前
ま
で

に
拡
大
、さ
ら
に
、延
長
保
育（
２０
時
ま
で
）、

夜
間
保
育（
週
１
回
）及
び
病
後
児
保
育
を
新

た
に
行
い
ま
す
。

開
園
式
で
は
、片
峰
学
長
及
び
河
野
病
院

長
に
よ
る
看
板
上
掲
式
に
続
き
、病
院
長
挨

拶
、テ
ー
プ
カ
ッ
ト
、園
内
見
学
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

長
崎
県
と
の
包
括
連
携
に

関
す
る
協
定
を
締
結

１２
月
２４
日
、本
学
と
長
崎
県
は「
包
括
連
携
に
関
す

る
協
定
」を
締
結
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
本
学
と
県
の
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
部
局
が
個

別
に
連
携
し
て
い
た
も
の
を
、互
い
の
連
携
窓
口
を
一

本
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、包
括
的
な
連
携
を
推
進
し
て

い
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

長
崎
県
庁
特
別
会
議
室
に
て
行
わ
れ
た
締
結
式
で

は
、片
峰
学
長
と
金
子
知
事
が
そ
れ
ぞ
れ
協
定
書
に
署

名
し
、協
定
が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
産
業
の
振
興
や
文
化
・
学
術
の
発
展
な
ど
に
貢

献
し
、地
場
産
業
界
と
の
技
術
連
携
、共
同
研
究
の
推

進
や
知
財
戦
略
の
活
性
化
、人
材
育
成
の
推
進
、そ
し

て
今
後
は
地
域
に
お
け
る
子
育
て
や
教
育
、医
療
分
野

に
お
い
て
も
連
携
強
化
を
図
り
、地
域
・
学
術
の
発
展

に
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

平成２１年 平成２２年
１２月・１月・２月

長崎大学病院あじさい保育園開園式を挙行

片峰学長らによるテープカット

研究報告をする本学大学院生

片峰学長（左）と金子知事
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２
月
５
日
、医
学
部
創
立

１
５
０
周
年
記
念
事
業
の
一
つ

と
し
て
建
築
さ
れ
た
医
学
部
の

良
順
会
館
が
、２
０
０
９
長
崎

市
都
市
景
観
賞
小
さ
な
建
物
部

門
を
受
賞
し
ま
し
た
。

同
賞
は
、長
崎
市
の
魅
力
あ

る
景
観
を
守
る
と
と
も
に
、将

来
の
長
崎
市
の
都
市
景
観
を
誘

導
す
る
よ
う
な
良
質
な
建
築
を

奨
励
す
る
た
め
に
隔
年
で
選
考
・

授
与
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

表
彰
式
で
は
、田
上
長
崎
市

長
か
ら
松
山
医
学
部
長
に
表
彰

状
並
び
に
記
念
の
プ
レ
ー
ト
及

び
ト
ロ
フ
ィ
ー
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

病
院
で
は
、２
月
１５
日
、シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
Ｍ
ｅ
ｔ
ｉ
ｓ

（
メ
テ
ィ
ス
）さ
ん
の
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

Ｍ
ｅ
ｔ
ｉ
ｓ
さ
ん
は
、昨
年
１１
月
に
日
本
赤
十
字
社
、厚
生
労

働
省
な
ど
が
実
施
す
る「
は
た
ち
の
献
血
」キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ソ
ン
グ
制

作
の
た
め
本
院
を
訪
問
。病
気
と
闘
う
子
供
や
若
者
と
会
い
、そ
の

交
流
を
通
じ
て
、同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
Ｃ
Ｍ
ソ
ン
グ「
キ
ミ
に
出
会
え
て

よ
か
っ
た
」を
制
作
し
ま
し
た
。今

回
、そ
の
報
告
の
た
め
に
、再
訪
を

希
望
さ
れ
、実
現
し
た
も
の
で
す
。

コ
ン
サ
ー
ト
は
、患
者
さ
ん
、見

舞
い
客
な
ど
２
５
０
人
以
上
が
集

ま
り
、「
キ
ミ
に
出
会
え
て
よ
か
っ

た
」を
は
じ
め
、代
表
作「
母
賛
歌
」

な
ど
を
熱
唱
し
、献
血
の
大
切
さ
や

命
の
尊
さ
を
訴
え
ま
し
た
。

協
和
機
電
工
業
と

産
学
連
携
協
力
推
進
協
定
を
締
結

２
月
１８
日
、地
域
を
中
心
と
し
た
産
学
連
携

の
協
力
推
進
の
た
め
に
、協
和
機
電
工
業
株
式
会

社（
長
崎
市
）と
産
学
連
携
の
協
力
推
進
に
か
か

わ
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

調
印
式
で
は
、片
峰
学
長
と
協
和
機
電
工
業
の

坂
井
取
締
役
社
長
が
協
定
書
に
署
名
し
ま
し
た
。

今
回
の
協
定
に
よ
り
、地
域
企
業
の
発
展
に
貢

献
す
る
と
と
も
に
学
術
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ハ
イ
チ
大
地
震
に
関
す
る

市
民
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

ハ
イ
チ
大
地
震
発
生
直
後
の
１
月
１６
日
か
ら
約
２

週
間
、熱
帯
医
学
研
究
所
の
山
本
教
授
が
日
本
の
国
際

緊
急
援
助
隊
医
療
チ
ー
ム
の
第
一
陣
と
し
て
現
地
で
活

動
し
た
こ
と
を
受
け
て
、２
月
２７
日
、市
民
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、大
学
生
を
含
む
市
民
約
８０
人
が
参
加
し
、

医
療
チ
ー
ム
に
参
加
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
代
表
の
小
田

哲
也
氏
と
山
本
教
授
が
、「
ハ
イ
チ

い
の
ち

生
き
る

力
」と
題
し
て
講
演
を
し
ま
し
た
。二
人
は
、劣
悪
な
環

境
の
中
で
明
る
く
生
き
る
子
供
た
ち
の
姿
や
、思
う
よ

う
に
進
ま
な
い
医
療
活
動
の
状
況
な
ど
を
報
告
し
た

後
、時
間
の
経
過
と
と
も
に
ハ
イ
チ
へ
の
関
心
が
薄
れ
て

い
く
こ
と
を
懸
念
し
、「
い
ま
だ
に
水
や
食
糧
が
不
足
し

て
い
る
こ
と
を
心
に
留
め
て
ほ
し
い
」、「
自
分
に
何
が
で

き
る
か
を
考
え
て
ほ
し
い
」と
訴
え
ま
し
た
。

医学部「良順会館」が２００９長崎市都市景観賞を受賞

病院でMetisさんの
ロビーコンサートを開催

熱唱するMetisさん

片峰学長（左）と坂井取締役社長

山
本
教
授

良
順
会
館

小
田
哲
也
氏
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イッテンアカタチ
Acanthocepola limbata

●画家：萩原魚仙
本州中部から台湾に分布。１００�位の深さや
砂泥底にすみ、体長約５０�に達する。グラ
バー図譜で最初に描かれた魚。

マサバ
Scomber japonicus

●画家：萩原魚仙
熱帯、亜熱帯海域などに分布。沿岸性の回游
魚。旋網、釣り、定置網でとられる。秋はとくに美
味。

ナガサキトラザメ
Halaelurus buergeri

●画家：小田紫星
細長い小型のサメ。長崎方面だけでなく、小樽、
高知、台湾、インド沿岸などにも分布。かまぼこ
の原料になる。

イトマキエイ
Mobula japanica

●画家：萩原魚仙
南日本の沿岸から沖合いにすむ大型のエイ。
全長３�、５００�を超えるものも多い。かまぼこ
の原料になる。

長
崎
大
学
名
誉
教
授

夏
苅
豊

N
atsukari

Y
utaka
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■
グ
ラ
バ
ー
の
息
子
の
偉
業

「Fishes
of

Southern
&

W
estern

Japan

日
本
西
部
及
南
部
魚
類
」（
通
称『
グ
ラ
バ
ー
図

譜
』）は
、明
治
末
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
の

約
２５
年
間
に
、
倉
場
富
三
郎
（T

hom
as

A
.

G
lover:

１
８
７
０
〜
１
９
４
５
）の
手
に
よ
っ

て
長
崎
で
作
成
・
編
纂
さ
れ
た
魚
類
図
鑑
で
す
。

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
の
貿
易
商
ト
ー
マ
ス
・
グ
ラ

バ
ー（T

hom
as

B
lake

G
lover:

１
８
３
８
〜

１
９
１
１
）を
父
に
持
つ
富
三
郎
は
長
崎
に
生

ま
れ
ま
し
た
。東
京
の
学
習
院
に
進
み
、卒
業

後
は
ア
メ
リ
カ
の
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
大
学
で
生
物

学
を
２
年
間
学
ん
で
い
ま
す
。帰
国
後
は
長
崎

に
も
ど
り
、１
８
９
３
年
、ホ
ー
ム
・
リ
ン
ガ
ー

商
会（
父
の
グ
ラ
バ
ー
商
会
の
後
を
引
き
継
ぐ

か
た
ち
で
設
立
さ
れ
た
会
社
）の
社
員
と
な
り

ま
し
た
。

ホ
ー
ム
・
リ
ン
ガ
ー
商
会
は
、１
９
０
７
年
に

「
長
崎
汽
船
漁
業
会
社
」を
設
立
。専
務
取
締

役
と
な
っ
た
富
三
郎
は
、父
の
故
郷
イ
ギ
リ
ス
か

ら
鋼
船
ト
ロ
ー
ル
汽
船
を
購
入
。五
島
沖
で
の

操
業
に
成
功
し
、日
本
に
お
け
る
鋼
船
ト
ロ
ー

ル
漁
業
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
な
り
ま
し
た
。

『
グ
ラ
バ
ー
図
譜
』の
作
成
・
編
纂
が
始
ま
っ

た
の
は
、ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
で
す
。自
社
の
漁
船

か
ら
長
崎
魚
市
場
に
水
揚
げ
さ
れ
る
色
と
り

ど
り
の
魚
介
類
を
見
て
、生
物
学
の
基
礎
を
学

ん
で
い
た
富
三
郎
が
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
思
い

立
っ
た
の
は
、想
像
す
る
に
難
く
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、幕
末
、オ
ラ
ン
ダ
商
館
医
師
と
し
て
来
日

し
た
シ
ー
ボ
ル
ト
の
日
本
研
究
の
名
著
の
ひ
と
つ

で
あ
る『
フ
ァ
ウ
ナ
・
ヤ
ポ
ニ
カ
』に
は
、画
家
川

原
慶
賀
に
描
か
せ
た
長
崎
方
面
の
魚
譜
が
収

録
さ
れ
て
い
ま
す
が
、そ
の
存
在
も
動
機
に
つ
な

が
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

クサビフグ
Ranzania laevis

●画家：長谷川雪香
マンボウ科の魚。世界の熱帯・温帯海域に
広く分布。体は厚みがあまりなく、
全長１�に達する。

ハナチゴオコゼ
Kanekonia florida

●画家：中村三郎
内湾性の小魚。目の後方から
背びれがはじまり、体に鱗が
ないのが特徴。長崎地方及
び高知のみで知られる貴重種。

ウルメイワシ
Etrumeus teres

●画家：長谷川雪香
世界の温暖水域に広く分布。日本近海では北
海道以南の各地、朝鮮半島、中国でみられる。

シオマネキ
Uca arcuata

●画家：萩原魚仙
九州、沖縄、台湾、香港などに分布。有明海沿
岸では古来、食用の風習がある。塩と唐辛子
を混ぜて作るカニ漬は珍味。

キハッソク
Diploprion bifasciatum

●画家：萩原魚仙
南日本からオーストラリア沿岸、インド洋に分布。
厚みがあまりなく、派手な色合いが特徴。全長
２０�に達する。

ハリセンボン
Diodon holocanthus

●画家：中村三郎
世界の熱帯・温帯海域に広く分布。鱗が変形
した棘鱗は、フグ類中もっともよく発達し、著しく
細長い。無毒。

『
日
本
西
部
及
南
部
魚
類
』

F
ishes

ofSouthern
&

W
estern

Japan

倉
場
富
三
郎
の『
グ
ラ
バ
ー
図
譜
』
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■
学
術
的
、美
術
的
価
値
の
高
い
図
譜

イ
ギ
リ
ス
製
の
大
判
の
ケ
ン
ト
紙
に
描
か
れ

た『
グ
ラ
バ
ー
図
譜
』は
、全
３２
集（
約
８
０
０

図
）に
及
び
ま
す
。大
半

（
８５
％
）は
、魚
類
で
す
が
、

甲
殻
類
、頭
足
類
も
含
ま

れ
、さ
ら
に
は
イ
ル
カ
や
爬

虫
類
の
ウ
ミ
ヘ
ビ
も
各
１
図

収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。描
い

た
の
は
、小
田
紫
星
、長
谷
川

雪
香
、中
村
三
郎
、萩
原
魚
仙
、

井
上
寿
一
と
い
う
長
崎
在
住
の
５

人
の
画
家
で
し
た
。魚
の
鱗
数
や
棘
軟

条
数
な
ど
一
部
に
誤
り
が
み
ら
れ
る
も

の
の
、色
彩
は
正
確
で
、描
写
は
精
緻
で
す
。

ま
た
、原
図
に
は
種
の
学
名
や
方
言
で
の
呼
び

名
が
鉛
筆
で
記
さ
れ
て
い
ま
す
が
、こ
れ
は
富

三
郎
が
単
独
で
行
っ
た
と
み
ら
れ
ま
す
。

『
グ
ラ
バ
ー
図
譜
』は
、魚
類
の
収
録
数
や
描

写
力
な
ど
が
高
く
評
価
さ
れ
、シ
ー
ボ
ル
ト
の

『
フ
ァ
ウ
ナ
・
ヤ
ポ
ニ
カ
』と
共
に
、日
本
四
大
魚

類
図
巻
の
ひ
と
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
ま
す
。富
三

郎
の
死
後
、遺
言
に
よ
っ
て
図
譜
を
託
さ
れ
た

渋
沢
敬
三
氏
の
判
断
で
、１
９
５
０
年
、長
崎

大
学
へ
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。現
在
、長
崎
大
学

附
属
図
書
館
本
館（
長
崎
市
文
教
町
）の
貴
重

図
書
室
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

『
日
本
西
部
及
南
部
魚
類
』

F
ishes

ofSouthern
&

W
estern

Japan

ズワイガニ
Chionoecetes opilio

●画家：萩原魚仙
大西洋、太平洋の寒海に広く分布。北陸地方
ではエチゼンガニ、鳥取地方ではマツバガニ
と呼ばれる。

イイダコ
Octopus ocellatus

●画家：長谷川雪香
北海道南部以南の日本各地、東シナ海に分
布。最大体長約３０�。食用タコとして、マダコに
次ぐ重要な種類。

ホシセミホウボウ
Daicocus peterseni

●画家：中村三郎
本州中部以南から南アフリカに分布。全長３０
�あまり。ほとんど食用にされることはない。

ベニヒシダイ
Antigonia rubescens

●画家：小田紫星
三崎以南の南日本、インド西太平洋海域に分
布。厚みがあまりない体側が特徴。
５０～７５０�の深海にすむ。

長
崎
大
学
附
属
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

日
本
西
部
及
南
部
魚
類【
グ
ラ
バ
ー
図
譜
】

http://oldphoto.lb.nagasaki-u.ac.jp/
G
loverA

tlas/index.php
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〈平成２２年度〉 長崎大学公開講座のご案内
長崎大学では、今年度も多彩な公開講座を開講いたします。
多くの市民の皆さまのご参加をお待ちしております。
尚、申込方法や申込期限などの詳細については、各連絡先へお問い合わせください。
本学のホームページ（http://www.nagasaki-u.ac.jp/）やポスターなどでもお知らせします。

Vol．３１

編 集 後 記

男女共同参画という時代の流れ
の中で、長崎大学での男女共同参
画推進事業の具体的な取り組みに
ついて、センター長の大井久美子
教授をはじめとするスタッフの
方々にわかりやすく語っていただ
きました。将来、研究者を目指そう
としている女子学生や高校生の皆
様に、夢と希望を持っていただける
企画として特集いたしました。
久々の「人クローズアップ」は、社

会人類学者の増田研准教授です。
社会人類学とは何か、またその学
問としての面白さが、ユニークな
経歴とともに伝わってきます。写真
はプロ級で、掲載のエチオピアで
の写真は本人が撮影されたもの
です。
写真と見間違うほどの正確さと

美しさを備えた貴重な史料が、長
崎大学に保管されています。有名
な『グラバー図譜』です。今回は、代
表的な魚類をとり上げ、夏苅豊長
崎大学名誉教授に解説していただ
きました。次号からは、古写真に替
わる企画として『グラバー図譜』を
連載していく予定です。ご期待くだ
さい。 （原田哲夫）

［編集・発行］

長崎大学広報企画委員会
（広報誌企画・編集専門部会）

［部会長］
原田 哲夫（工学部教授）

［委 員］
堀内 伊吹（教育学部教授）
吉田 高文（経済学部教授）
高橋 和雄（工学部教授）
池田 幸恵（環境科学部准教授）
小林 信之（医歯薬学総合研究科教授）
池田 正行（医歯薬学総合研究科教授）
堀尾 政博（熱帯医学研究所教授）
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教育学部総務係
TEL．８１９－２２６４

薬学部 河野 功
TEL．８１９－２４３２

経済学部総務係
TEL．８２０－６３０４

大学病院 脳神経外科
TEL．８１９－７３７５

医学部 神経生理学
TEL．８１９－７０３６

生涯学習教育
研究センター
TEL．８１９－２２３４

生涯学習教育
研究センター
TEL．８１９－２２３４

生涯学習教育
研究センター
TEL．８１９－２２３４

環境科学部
深見聡
TEL．８１９－２７２０

心の教育
総合支援センター
TEL．８１９－２２５６

工学部電気電子工学科
田口光雄
TEL．８１９－２５６１

医学部 保健学科
山崎／佐々木
TEL．８１９－７９２６

大学病院 生活習慣病予防診療部
川�英二
TEL．８１９－７５５０

工学部総務係
TEL．８１９－２４８９

経済学部総務係
TEL．８２０－６３０４

生涯学習教育
研究センター
TEL．８１９－２２３４

大学教育機能開発センター
山地弘起
TEL．８１９－２０８７

大学病院
産婦人科
FAX．８１９－７３６５

水産学部総務係
TEL．８１９－２７９３

受講料等

６，２００円

無 料

６，２００円

無 料

無 料

無 料

無 料

無 料

テキスト代のみ

５，０００円程度

無 料

アンテナ材料代

１，０００円

無 料

無 料

テキスト代のみ

２，１００円

無 料

無 料

無 料

無 料

無 料

受講対象者／募集人数

一般市民

２０人

一般市民

１０人

一般市民

３０人

長崎県民

３００人

一般市民

８０人

一般市民

４０人

地域づくり関係者、行政職員、社
会教育関係職員、生涯学習担当

学校関係者など ２０人

地域づくり関係者、行政職員、社
会教育関係職員、生涯学習担当

学校関係者など ２０人

観光や地域づくりに興味の
ある方

１０人

子育て中のお母さん

３０人

一般市民

２０人

小学校高学年（親子、兄弟姉
妹での参加も歓迎します）

３０人

一般市民、医師、看護師、栄
養士、保健師ほか医療関係
者、及び学生 １５０人

技術者、防災関係者、
一般市民

３０人

一般市民、
学生（高校生を含む）

７０人

一般市民

４０人

一般市民

１２人

長崎県民

４００人

水産業関係者

３０～４０人

開催予定日

５／１１～１２／７
（全８回）

５／８
（全１回）

５／１４～６／２５
（全７回）

５／２９
（全１回）

６／２６、７／１７
（全２回）

６月中旬～
７月上旬
（全４回）

６月～１２月
（全５回）

６月～２月
（全５回）

６／３～７／２２
（全８回）

７／３～１０／２３
（全４回）

７／２４～８／７
（全３回）

８／１８
（全１回）

９／４、９／１１
（全２回）

９／３～１０／１
（全４回）

１０／３、１０／１０
（全２回）

１０月中旬～
１１月上旬
（全４回）

１１／５～１２／１７
（全７回）

３／３
（全１回）

未 定
（全１回）

講座名

平和・多文化共生の構想を深める
～『ナガサキから平和学する！』を
めぐる対話（�）～

附属薬用植物園における
薬用植物
～漢方に用いられる生薬と民間薬～

現代経営：
現代経営の課題２０１０

長崎脳卒中市民公開講座

家族愛の脳科学
～母、父、祖父母、子どもの間に
作られる愛情を脳科学する～

環境問題を考える

地域づくりと公民館
～地域づくりの拠点としての
公民館と大学生涯学習との連携～

比田勝町（対馬市）
生涯学習ひろばセミナー
～テレビ会議システムを活用した、
地域づくりと大学生涯学習との連携～

エコツーリズム入門
～観光と地域づくりを学ぼう～

子育てママの勉強会

地上波テレビデジタル放送
のしくみ

遺伝学講座�
～遺伝について楽しく学ぼう～

生き生き健康ライフ講座�

安全安心工学入門
～サステナブルな社会を目指して～

社会科学のフロンティア

哲学講座：「愛」を考える

身体が変わる教育が変わる
～体験的身体関係論入門～

女性の健康週間
～産婦人科へ行こう～

水産講座
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「あざみ」

晩春から夏にかけて咲くあざみの花言葉は「独立」、「厳格」

など。和紙をちぎったり、重ねたりして表現すると、茎や葉の

刺 し々さも優しい表情に。大学病院１２階外来の待合スペー

スに展示しています。

表 紙
について




